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練馬稲門会ゴルフ部会会報    2015 年夏号      Vol.16 

§新体制がスタート、27 年度前半を無事終了§ 

（月例コンペの開催各コース：日本 CC/左上、越生 GC/右上、高坂 CC/左下、武蔵 OGM/右下) 

◆平成２７年前半を振り返って 

ゴルフ部会幹事長 高崎 龍介 
旧年から新年にかけて、部長交代に伴う新体制の発足などを経て、３月からの月例会がスター

トしました。幸い前部長時代から、競技会規則などが制定されており、開催時期、会場設営など

の細目が決まっていましたので、順調に準備ができました。 

暖かくなる３月下旬から始まり、６月は梅雨入り前のタイミングで、関越道沿いにある乗用カ

ート、キャディ付きのゴルフ場で、昼食込１５，０００円程度という設定条件が決まっています。

これに沿って平成１１年以来の日本カントリー、初めての越生カントリー、常連の高坂カントリ

ー、２年ぶりの武蔵ＯＧＭでの開催が決まりました。いずれも坂戸西ＩＣから２０分ほどのコー

ス。１０組を用意して８組ほどの参加者。天気に恵まれ、無事に終了することができました。 

それぞれの優勝スコアを見ると、接待コースといわれる武蔵ＯＧＭでは大きなアンダーパーが

出ましたが、その他では７２前後でハンデも適切に機能しているといえます。会員は対象期間２

年間に４回参加するとその成績によってハンデ設定されるので、みんなに優勝のチャンスはあり

ますし、この会の特徴として優勝者はハンデを３０％カットするが、２位３位は１０％カットに

しているので、できるだけ多くの優勝者を作るように工夫されています。また２年ごとにハンデ

の見直しをしているので、２年間で１６人の優勝者を迎える計算になっています。 

９月から始まる今年の後半戦も、多くの会員諸氏の参加をお待ちしています。 

  「ねりとうゴルフ交流塾」を 7/26(日)、8/20(木) 学園ゴルフセンターで開催！！ 

※実施概要は５ページの「幹事会だより」をご覧下さい 
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◆3 月度(第 153 回)月例コンペ 

3 月２４日 (火) ／くもり時々晴れ 12℃  

日本カントリークラブ 

優勝 高崎 龍介 氏 ( S39・商) 

３月度月例コンペに優勝して 

今年初、ゴルフ部会も新体制になって初の月例会、その上月例会

会場としては初めての「日本カントリー」で、思いもかけず優勝の

栄誉に浴しました。 

 寒さに弱い小生にとって、３月としては風もあまりなく、日差し

がしっかりして暖かく、同伴競技者も長野さん、小松さんの両先輩

と、幹事仲間の蔵本さんと恵まれました。 

 前半のアウトはダボが多く、スコアはまとまらなかったのですが、

インに入って１０番のチップインパーでラッキーが始まり、ワンパ

ットパーが４つも拾えました。 

成績表を見ると２位の新井さんとは０．６の差。最後の１８番で下り１ｍのボギーパットを決

められたのが、此処につながった。つくづく１打の重みを実感するゴルフでした。本当にありが

とうございました。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

◆4 月度(第 154 回)月例コンペ 

4 月 21 日(火) ／晴れ 20℃ 

越生ゴルフクラブ 

優勝 越智 慎二郎 氏 ( S49・政経) 

練習は裏切らない 

ラウンド終了時点では入賞がいいところではないかと思っていた

ので、正直「まさかの優勝」でした。タフなコースの上に、「シル

バーティーとレディースティーがほぼ同じなので 75 歳以上もロン

グを除き白ティーからにする」との競技委員会の計らいで「飛ばし

屋」が有利になったのかもしれません。因みに、この日ご一緒させ

ていただいた小林さんと西水流さんもいずれ劣らぬ飛ばし屋で、２

位、４位でした。 

実は、5 年前に 60 歳を迎えたのを機に、ＪＧＡハンデを 1 年に 1

つずつ上げ 5 年で 5 になることを目指して、週 1 回のラウンドと 2

回の練習を欠かさず励行してきました。結果、3 年で 6 までになりましたが、昨年は 7 に後戻り。

そこで、5 年計画の最終年となる今年からは練習を週 3 回に増やしたところ、早速その効果が現

れたのか 3 月の 3 位入賞に続いての優勝となりました。やはり「練習は裏切らない」というのが

現在の実感です。 

  

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 高崎 龍介 71.4 (93－21.6) 

２  位 新井 貫之 72.0 (108－36) 

３  位 越智慎二郎 72.6 (81－8.4) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 越智慎二郎 81 ( 42＋39 ) 

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 越智慎二郎 73.4 (81－7.6) 

２  位 小林 康孝 75.0 (91－16.0) 

３  位 長野 泰介 76.4(98－21.6) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 越智慎二郎 81 ( 40＋41) 

★ ね り と う Ｇ Ｏ Ｌ Ｆ は 生 涯 ス ポ ー ツ ★ 
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◆5 月度(第 155 回)月例コンペ  

5 月 15 日( 金 ) ／晴れ 26℃  

高坂カントリークラブ 

優勝 長野 泰介 氏（S34・理工） 

まさか優勝なんて･･･ 

前月の例会で３位に入ってしまい、ハンデが上がってしまったこと

と、高坂は過去にいいスコアが出たことがなかったことで、優勝など

夢にも考えていませんでした。当日は飛距離が落ちたことを嘆きつつ、

ショートホールでもドライバーを使ったりしていましたが、それが妙

にいい所へ飛んでオンするものですから、旗に毎回名前を書くのは面

倒だからハンコでも作って来るか等と冗談も出るくらいでした。お陰

でニアピン賞は２個も取れた上に、ショートホール全てでパーを取る

ことができ、最近では思いも寄らないスコアが出てしまったのです。   

この優勝がフロックだった証拠に、次の月例会では、ブービーの一人上まで下がってしまいま

した。今後も皆様と楽しいゴルフをするために、体調の許す限り参加したいと思っております。

同伴の高崎様・牛山様お世話になり本当にありがとうございました。 

    ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

◆６月度(第 156 回)月例コンペ 

6 月 4 日（木）／くもり時々晴れ 27℃   

武蔵 OGM ゴルフクラブ 

優勝 宇根 等 氏 ( S46・政経)  

生涯ベストでした・・・ 

前の週に久しぶりに行った練習ではアイアンが全く当たらず、当

日は楽しくラウンドができればいいと思ってスタートしました。 

一番ホールのパー４を第一打は右のラフでしたが残り 165 ヤード

を 5 番ユーティリティーでまぐれの 2 オン、そこで３パットをして

しまいチャリティー献上。それ以降はパーとボギーがほぼ交互に続

き、終わってみればパーが 9 つで 10 オーバーの生涯ベストでした。

要因は、フェアウェーウッドが好調で、長いアイアンをあまり使わ

ずに済んだのが良かったと思います。 

また、パートナーにも恵まれました。前半は優勝ペースの小松先輩、パワフルなショットを随

所に披露されたお二人、三宅さん、野口さんでした。和気藹々とラウンドすることができました。

有難うございました。ハンデが実力不相応に上がってしまいました。これからはこのハンデに恥

じないラウンドができるよう精進したいと考えております。 

 

 

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 長野 泰介 72.6 (92－19.4) 

２  位 根岸 周平 74.8 (90－15.2) 

３  位 長野 恵子 75.8（103-27.2) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 大堀 博之 89 ( 45＋44 ) 

[ 個  人  成  績 ] 

優  勝 宇根 等 66.9(82－15.1) 

２  位 剣持 典夫 67.4(93－25.6) 

３  位 越智慎二郎 70.7(76－5.3) 

ﾍﾞｽｸﾞﾛ 越智慎二郎 76 ( 39＋37) 

★ ね り と う Ｇ ｏ ｌ ｆ は 健 康 第 一 ★ 
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/////////////////////  会 員 サ ロ ン  ////////////////////// 

私のゴルフ近況と認知症・・・ 

横山 正雄（Ｓ３８・政経） 

ゴルフ経験 40 年のベテランである。最近大叩きすると高齢による体力の

衰えと呆けのためであると勝手に理由づけしている。練稲ゴルフ会への参

加はスコアの良し悪しではなく素晴らしい同窓の人達と語らうのと健康を

保つ事が第一の目的である。 

しかしゴルフ部会というからには少しでもレベルアップを心がけるべきだと、最初に習った厳

格な先輩の言を思い出す。⒈ゴルフは自己審判が原則である。⒈運・不運をあるがままに受け入

れベストを尽くす。⒈スロープレーは厳禁である。グリーン上ではプロ選手のような時間をかけ

るな、等々であった。夏休みは英気を養い 9 月コンペで上位を狙うべく傾向と対策を立てなおす。

頭を動かさず、否々,コース攻略法とかマインドコントロールとか云うではないか。そこで、大向

こうから「脳外科の名医を紹介しますよ！！！」と言われて夢から覚める。 

稲門会ゴルフ部会讃歌      

山口 豊隆（Ｓ４４・商） 

２０１１年ゴルフ部会に入会以来早くも４年過ぎました。月例会にはよ

んどころ無い用事が無い限り極力参加して参りました。初参加の際、時の

ゴルフ部会長の中島さんに同伴して戴き、とても楽しくラウンド出来た記

憶が鮮明に残っております。氏の年齢を感じさせない、シャープなスイン

グと打球の力強さ、そして何よりも心からプレーを楽しんでおられる様子にとても感銘を受けた

事、等々です。 

以来今日まで数多くの皆様方とラウンドさせて戴きましたが、いずれの月例でも同伴者の皆様

一人残らず、全員が全員スコアの多少に拘らず、ゴルフを楽しんでおられる様子と、周囲に対す

る気配りの程に、いたく感心させられて来た次第です。４０年以上に及ぶゴルフ歴の中で、こん

なに楽しくラウンド出来る例を寡聞にして知りません。今後も事情の許す限り月例に参加させて

戴く所存ですので、皆様方よろしくお願い致します。 

練稲ゴルフ部会を所属倶楽部に･･･ 

広瀬 茂雄（Ｓ４９・政経） 

昨年６月に退職したあと練馬稲門会でゴルフ部会に所属させていただき

ました。入会すると錚々たる諸先輩がおられ、新人に戻った感じで新鮮な

気分です。ゴルフは絵に描いたようなヘボですが、実はかなり長年やって

います。広告会社に勤務した関係で、ゴルフトーナメントの仕事に携わる

こともあり、プロとプレーするチャンスも多かったのですが、その時のアドバイスを全く活かせ

ていません。 

ゴルフ倶楽部もいくつか会社や個人で入会しておりましたが、今はフリーとなりました。これ

からは練稲ゴルフ部会を所属倶楽部と考えて、メンバーとして楽しく充実したクラブライフを過

ごせたらと思っております。そして、プロが共通して私のゴルフについて言ったこと、もっと「真

っ直ぐ立って真っ直ぐ振る」を今更ながら実践して、皆様のご迷惑にならないよう努力しますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 
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ストレスと運動不足の解消に 

西水流 富雄（Ｓ５１・社会） 

 私がゴルフを始めたのは、３０歳になった頃、先輩に誘われてろくに練

習もしないでいきなりコースに出たのが始まりでした。当時の私のクラブ

は先輩のお下がりを頂いてのコースデビューでした。もちろんスコアは天

文学的数字でした。その後、毎週のように練習場に通った結果、周りの仲

間にも迷惑のかからない程度まで上達しゴルフの面白さがわかるようになりました。すると 100

を切るのは簡単だという思い上がりが芽生え、それ以上上達しなくなってしまいました。丁度そ

の時期に仕事が忙しくなり、ゴルフからも遠ざかってしまいました。今やクラブも腕もすっかり

錆びついてしまいましたが、退職を機に再度クラブを握った次第です。緑豊かなコースを歩くと

ストレスも解消し、明日への意欲がわいて日ごろの運動不足の解消になっております。今後も気

の合う仲間と体力のある限りプレーを続けられたら素晴らしいと思う今日この頃です。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

幹 事 会 だ よ り 

◆２７年度前半を終えて－会員の現況と競技結果 

1 月から新体制がスタートして半年余。予定していた 4 回の月例コンペも無事終了しました。

そこで、前半を終えての会員状況や競技結果などをご紹介します。 

・前半終了時点の会員数は９０名（うち配偶者会員 6 名）：卒年別では S30 年～39 年卒 28 名、

S40～44 年卒 23 名、S45～49 年卒 13 名、S50～59 年卒 14 名、S60 年以降卒 6 名となっていま

す。仮に S44 年卒以前の方を 70 歳以上とすると、70 歳以上が 51 名で過半数以上を占めてい

ます。ただ、昨年以降の新入会員が 11 名おり、若干若返っています。 

・今年前半戦の参加者は４１名（うち４回 11 名、3 回 10 名、2 回 14 名、1 回 6 名、のべ 108

名）:これは会員数の 45％で見方によってはやや少ない気がしなくもありませんが、1 回以上

参加した新入会員が 5 名おり、丸一日潰すことになるゴルフの参加者数としてはまずまずと

言えるかもしれません。因みに、月別ではシーズン始めの 3 月（20 名）以外は、いずれの月

もほぼ 30 名で、3 人に一人の会員が参加していることになります。 

･スコアの全体平均は１０２.５（ネット 81.9）：グロスの全体平均でダブルボギーペースを大

分下回っており、高齢者が多いコンペとしては上々と言えるのではないでしょうか？個人別

では、1 位 79.3（ネット 72.2）、2 位 90.5（78.5）、3 位 90.7（75.7）となっています。因み

に最下位は 122.3（ネット 88.7、37 位）でした。特筆すべきは、最高齢者の小松さんがネッ

トで 2 位となっていることです。後半戦も引き続き、「ゴルフは生涯スポーツ」「健康第一」

をモットーに多くの方の参加をお待ちしています。 

◆『ねりとうゴルフ交流塾』の開催について 

 「月例コンペに参加したいけどなかなか都合がつかない」、「余りよく知らない人達と一緒に回

るのはチョッと･･･」、「余り上手くないのでついつい気後れしてしまう」―そんな方が気軽に参

加でき、お互いに学び合いながら交流するキッカケづくりの場として、「ねりとうゴルフ交流塾」

を開催することになりました。もちろん、ベテランや腕自慢の方の参加も大歓迎です。プロに

よるレッスンも予定しています。詳細は別途お知らせしますが、開催概要は下記の通りです。

多数のご参加をお待ちしています。 

  ●開催日時：7 月 26 日（日）、8 月 20 日（木）、いずれも 9：00～11：00  

（原則として 8：50 集合ですが、遅れての参加も可能です） 

  ●開催場所：学園ゴルフセンター（練馬区大泉町 3 丁目２６－２２ 電話 03-3923-0036） 

  ●参 加 費：入場料及びボール代のみ自己負担 



［６］ 

 

ねりとうＧＯＬＦ２０１５夏 Vol.16 

 ◆月例コンペ開催のご案内（メール、ＦＡＸ）について 
  月例コンペの開催をメールや FAX でお知らせし、出欠の返信を必須でお願いしておりますが、

4 月～6 月の４回ともご返信いただけなかった方への今後のご案内について検討した結果、「休

会」扱いとし案内の対象から外させていただくことになりました。引き続き案内を希望される

方は担当幹事までお知らせください。今年度の後半についてもご出欠の返信がいただけなかっ

た場合は同様の取り扱いをさせていただくことになりますので、ご理解、ご協力のほどよろし

くお願いいたします。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

〔 会計報告 〕 平成２7 年 1月 ～ 6 月 ( ６カ月間 )             単位：円 

収             入 支            出 

１．会 費 ( 4 回 )           324,000 

〔3,000 円×108 名] 

２．チャリティー(４回)       40,300 

３．雑収入（キャンセル料等）   6,260 

４．前期からの繰越し          41,799 

１．賞品代 (４回 )              79,000 

２．パーティー代（ 4 回 )      170,920 

３．会報誌発行費            36,170 

４．雑費（事務用品・通信費等）  8,800 

５．次期への繰越し            117,469             

合     計             412,359 合   計         412,359 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 

★ 平成２7年度後半 ( ９～ 12 月度 ) 月例会予定表 ★ 

※今年後半の競技日程は上記のとおり決定しております。 

会員各位は日程をご確認いただきスケジュール表への記入などをお願いします。 

∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ ・ ∽ 
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月度 ( 通算回数 ) 期 日 (曜日) 開 催 コ  ー  ス       

9 月度 (１５7 回) 9 月２5 日 (金) 高麗川カントリークラブ 

10 月度 (１５8 回) 10 月 16 日 (金) 鳩山カントリークラブ 

11 月度 (１５9 回) 11 月 17 日 (火) 入間カントリークラブ 

12 月度 (１６０回) 12 月 3 日 (木) 石坂ゴルフ倶楽部 

早いもので、新生ゴルフ部がスタートして半年、前半 4 回の月例会も大過なく終了しまし

た。新役員の尽力はもちろん、ゴルフ部会員の皆様のご協力があったからこそと思います。

後半も 9 月から 12 月まで４回の月例会日程が決まりましたので、会員の皆様には日程調

整をお願いします▼また、新生ゴルフ部は月例会以外に「練習所で楽しい仲間と一緒に汗

を流しながら楽しく語り合う」という誰もが気軽に参加できる新しい試み（「ゴルフ交流

塾」）も企画しました。是非、多数の皆様のご参加をお待ちしています。競技会のない 7、

8 月にしっかり練習して、後半の月例会でその成果を出し、上位入賞を勝ち取りましょう

▼当誌も今号から「会員サロン」を新設しました。月例会などで交流を深めていただく一

助になれば、というのがその趣旨です。今回は「私とゴルフ」をテーマに寄稿をお願いし

ましたが、自薦、他薦も大歓迎です。皆様のご投稿をお待ちしています（栗原記） 

 

編集後記 


